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会 議 要 旨 

会 議 名 平成２８年度 館山市コーラル会議 

開 催 日 平成２８年１１月２１日（月）午後１時３０分～３時４０分 

開 催 場 所 館山市役所 本館２階会議室 

出 席 者 

【委員】館山市コーラル会議委員１１名 

【講師】千葉県総合企画部男女共同参画課副主幹 田村 紀子氏 

【市側】館山市長、企画課職員３名                計 １６名 

公開・非公開の別 公 開 

傍 聴 人 数 ０名（定員１０名） 

会 議 内 容 

 

 

 

 

議事進行： 

羽山敏雄会長 

 

講義 

 講師：千葉県総合企画部男女共同参画課副主幹 田村 紀子氏 

テーマ：「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）の概要

及び第４次千葉県男女共同参画計画について」 

  概要：・女性活躍推進法の趣旨及び男女共同参画に関する日本の状況について説明 

    ・平成２７年度に策定した「第４次千葉県男女共同参画推進計画」の概要につ

いての説明 

議事 

（１）審議会等の女性委員割合に関する調査結果について 

   平成２８年４月１日時点の館山市の審議会等における女性委員割合についての

事務局報告。 

   女性委員割合２７．２９％（前年比較０．７３％の減少） 

（２）第３期館山市男女共同参画推進プランの取組結果について 

 全体的には、概ね順調に取り組むことができているが，取組内容によっては，民

間企業への働きかけなど，行政だけでは行えない分野もある。 

男女共同参画推進については，短期間では成果が得にくい事業も多く，地道な粘

り強い取組が必要である。 

（３）男女共同参画関係活動報告 

   平成２７年度及び平成２８年度の現在までの活動内容についての事務局報告。 

（４）第４期館山市男女共同参画推進プラン策定について（意見交換） 

主な意見（プラン全体の方向性と市民意識調査の設問内容等について） 

   ・現プランでは，効果検証が上手くできていない。新プランでは，より具体的な

数値目標を多くいれるべき。 

・市民意識調査の設問の中でも，男女共同参画の浸透度合いを探ることができる

のではないか。 
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   ・働きたいけど働けない人には大きな壁がある。その理由を市民意識調査で聞い

てもらいたい。 

   ・子どもが小さい人は子どもとゆっくりしたい，たっぷり愛情を注ぎたい。その

人たちはある程度子どもが大きくなって，子育てを続けたいのか？社会に復帰

したいのか？そこを汲みとらないといけない。 

   ・復職したいと考えている人の意見をどうにかして取り入れないといけない。（全

体を対象とした市民意識調査とは別の機会でも良い。） 

   ・事業者に対するアンケートを取っても良いのではないか。 

・市民意識調査に回答してもらうこと自体が男女共同参画の啓発にもなる。 

   ・男女共同参画の諸データは他国と比較して日本と韓国が目立って悪い。そうい

った部分は国政に問題があると思う。それとは別に市町村として何ができるか

を中心に考えていく必要がある。 

・防災の視点の設問も引き続き入れてもらいたい。 

   

 →意見交換内容を踏まえて，事務局で市民意識調査票（案）を作成し、コーラル委員

への書面確認を行う。 

   

 


